
 ポリ容器が侵され、変形、洩れるおそれがあります。 
 

ガソリンなど危険物の取扱いや運搬をする場合は、消防法令の基準に適合した

金属製容器等を使用しなければなりません！ 
 
引火性の高いガソリンは、灯油用ポリ容器やオイル缶等に詰め替えすることは

できません！ 

ガソリン 

○ガソリンスタンド 
 ガソリン専用の金属製容器で６０リットル以下まで 
 乗用車で運ぶときは２２リットルまで 
○セルフガソリンスタンド 
  ガソリン専用の金属製容器であっても顧客自ら詰め替えすることはできません。 

軽 油 灯油用ポリ容器に入れることは好ましくありません。 

○ガソリンスタンド 
  金属製容器で６０リットルまで（軽油と表示しておくこと） 
○セルフガソリンスタンド 
  セルフ専用の注油設備でなければ、金属製容器であっても顧客自ら詰め替え

することはできません。 

灯 油  

○ガソリンスタンド 
  金属製容器で６０リットルまで（灯油と表示しておくこと） 
  灯油専用ポリ容器で３０リットルまで 
○セルフガソリンスタンド 
  金属製容器、灯油専用ポリ容器あれば、顧客自ら詰め替え可能です。 

混合油 （ガソリンとオイルの混合物） 

  プラスチック製の混合容器に入れたまま、貯蔵、運搬することはできません！ 
  ガソリンと同じように金属製容器に入れ、ガソリン（混合油)と表示をしてく
ださい。 
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